
Ｈ２７年度 「大阪府支援教育地域支援整備事業」における地域ブロック内の連携体制 

箕面支援 

豊中支援 

中津支援 

 

 

高槻支援 

茨木支援 

吹田支援 

摂津支援 

 

 

寝屋川支援 

交野支援 

交野支援四條畷校 

守口支援 

枚方支援 

 

東大阪支援 

八尾支援 

藤井寺支援 

富田林支援 

西浦支援 

堺支援 

大手前分校 

泉北高等支援 

和泉支援 
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豊能ブロック 

・能勢町 
・豊能町 
・箕面市 
・池田市 
・豊中市 

・茨木市 
・吹田市 
・摂津市 
・高槻市 
・島本町 

・枚方市    
・交野市 
・守口市 
・寝屋川市 
・四條畷市  
・門真市 
・大東市 

・東大阪市 
・八尾市 
・柏原市 

・松原市   
・藤井寺市 
・羽曳野市  
・富田林市 
・大阪狭山市 
・千早赤阪村  
・太子町 
・河内長野市  
・河南町 

・和泉市 
・高石市 
・泉大津市 
・忠岡町 

・岸和田市   
・貝塚市 
・熊取町 
・泉佐野市 
・田尻町  
・泉南市 
・阪南市  
・岬町 

北河内ブロック 中河内ブロック 南河内ブロック 泉北ブロック 泉南ブロック 三島ブロック 

生野聴覚支援 

刀根山支援   

府立視覚支援    

だいせん聴覚高等支援  

◆豊中支援 ◆吹田支援 ◆交野支援・交野四條畷校 ◆八尾支援 ◆藤井寺支援 ◆泉北高等支援 ◆佐野支援 

 ◆Ｈ２７年度の 

７推進校 

堺聴覚支援    

◆羽曳野支援  

◆Ｈ２７年度の 

幹事校 

１ ２ ３ ４ 

◆とりかい高等支援   ①        

すながわ高等支援  ④      

たまがわ高等支援  ③      

むらの高等支援 ②      

＊○数字は、オブザーバー参加する地域 

◆Ｈ２７年度の 

幹事校 
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ブロック会議の充実・ブロック内学校園の連携 

大阪府支援教育研究会 

 平成27年度  大阪府 「支援教育地域支援整備事業」推進体制 

「支援教育地域支援整備事業」における地域ブロック体制： 

   府内を７つの地域ブロック（豊能ブロック、三島ブロック、北河内ブロック、中河内ブロック、南河内ブロック、泉北ブロック、泉南ブロック）に分割。 

   ブロック内の支援学校と市町村教育委員会が連携して、幼稚園・保育所、小学校、中学校等の支援にあたる。 

   視覚、聴覚、病弱の各支援学校は広域支援グループとして、職業学科のある高等支援学校は職業学科高等支援グループとして、府内の学校の支援にあたる。 

     

 

 

 
中学校 

幼稚園・保育所 

小学校 

市町村 

〈リーディングチーム〉 
 

 

 

コーディネーター・支援学級、 

通級指導教室担当者等、 

複数人で構成される。 

 

 

 

市町村教育委員会 

・市町村リーディングチームを組織する 

・府立支援学校との連携・調整をする 
連  携 

 
・事例相談 
・校内体制構築支援 
・「個別の教育支援計画」の 
 作成・活用支援 
・教員研修（幼小中高）支援 
・保護者相談  等 

支援メニュー 

A支援学校 

（推進校） 

B支援学校 C支援学校 
連携 

連 

携 

連 

携 

支援学校 

〈リーディングスタッフ〉 
 

 

 

地域支援の牽引役となり、 

ブロックの支援教育を推進 

する役割を担う。 

地域ブロック 
支援教育地域支援整備事業 

 

 

 

府立支援学校 

・リーディングスタッフを指名する 

・推進校を中心にブロック会議を運営する 

・市町村教育委員会と連携し、ブロック内 

  の地域支援体制の充実を図る 

【巡回相談】 

【来校相談】 

高等学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 高等学校支援教育力充実事業 

 
 

 

 

高等学校 

（サポート校） 

連 

携 

府立高等学校 

〈支援教育サポート校〉 
 

 

 

 

支援学校と連携し、高等学校 

の支援教育力向上のサポート
をする。自立支援推進校等から
4校が指定されている。 

大阪府発達障がい者 

支援センター 

 

他
ブ
ロ
ッ
ク 

 

他
グ
ル
ー
プ 

連 

携 
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支  援  学  校 

〈リーディングスタッフ〉 

リーディング 

スタッフ 

実践協議会 

連携 

支援学校 

ブロック会議の充実・ブロック内学校園の連携 

 

 

 

就学指導・就学相談 

 
・事例相談 
・校内体制構築支援 
・「個別の教育支援計画」の 
 作成・活用支援 
・教員研修（幼小中高）支援 
・保護者相談  等 
 

支援学校のセンター的 

機能の発揮 

年間地域支援 

計画の作成 

市町村〈リーディングチーム〉 

・小・中学校の支援学級担任 

・校内支援教育コーディネーター 

・通級指導教室担当者等、複数名で
構成 

市町村教育委員会 

・専門家 

・支援教育担当指導主事 等 

 

 

高等学校  

 
小・中学校・地区拠点校 

幼稚園・保育所 

支 援 

支 援 

【来校相談】 

【巡回相談】 

・大阪府発達障がい者支援センター 

 大阪府 「支援教育地域支援整備事業」推進体制 

＊リーディングスタッフ（L.S.）大阪府が府立支援学校に配置する「特別支援教育コーディネーター」の呼称。地域各校のコーディネーターの牽引役となり
特別支援教育を推進する役割を担う。平成２５年度現在、府立支援学校２７校に合計５８名を配置。 

平成２５年度 

・大阪府支援教育研究会 

 【参考】 
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堺 東 

枚方なぎさ 

松 原 

柴 島 

全体を４つのエリア
に分け、各エリアに
設置されている自立
支援推進校（共生推
進校）のノウハウを
集積する 

サポート校に支援室
を開設し、相談業務
やデータ蓄積の拠点
とする 

集積されたサポート校
のノウハウをふまえて、
必要な情報等を共有し、
発信する 

大阪府 「高等学校支援教育力充実事業」 

 校内支援体制や仲間づくり、
教科指導等のノウハウを有する
自立支援推進校等から４校を 
支援教育サポート校と位置づけ
来校及び巡回相談等を実施する
ことにより、府立高校における
支援教育力を充実する。 

支援教育サポート校の主な事業 

① 来校・巡回相談 

②研究授業（公開授業）等の開催 

③情報提供 
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【学校訪問型】 

支援学校 

幼 

高 
保 

小 
中 

【地区拠点校訪問型】 

支援学校 

拠点校 

保 
高 

幼 

小 
中 

支援学校 

（地域支援室） 

小 

小 

【例】 

○検査の実施やアセスメント等に関する助言 

○小・中学校で行われる研究授業への支援 

○校内研修や市町村における研修会等への 

 講師派遣 

○教材・教具の提示やその活用についての 

 助言                等 

【例】 

○定期的な巡回指導 

○拠点校の教員と支援学校の教員によるＴ・Ｔ 

○授業研究会への参加、助言 

○拠点校を中心とした個別相談 

○拠点校を中心とした地区研修会の講師  等 

【例】 

○支援学校における個別相談 

○支援学校における公開授業の参加 

○教材・教具作成研修会への参加  等 

幼 中 

保 
小 高 

支  援  モ  デ  ル 

巡回訪問相談〈一例〉 来校相談〈一例〉 

地区拠点校の定め方〈例〉 

・地域ブロック内の市町村をさらに分割し、それぞ 

 れで地区拠点校を定める 

・学期ごとに地域ブロック内の地区拠点校を定める 

・小学校、中学校でそれぞれ地区拠点校を定める 

＊支援学校の窓口と市町村教育委員会の担当者で連絡を行うシステムの構築 

支援学校においては、市町村教育委員会や高等学校等との連携を密にし、年間地域支援計画（560単位時間を基準とする）
を作成する。 

中間まとめ、成果報告により検証を行う。 

〈例〉 

＊公開する研修会等の案内を必ず市町村教育委員会へ送る 

＊市町村教育委員会が相談事例や参加者一覧等をまとめて 

 支援学校へ送る 
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